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Na+-Cl− cotransporter-mediated chloride uptake 
contributes to hypertension and renal damage in 
aldosterone-infused rats 
（Na+-Cl−共輸送体を介したクロライド輸送はアルド
ステロン投与ラットの血圧上昇と腎障害に関与する）   










































3)，固定染色（Hematoxylin Eosin 染色，Periodic acid-Schiff 染色，Masson-Trichrome 染色）





















2)，炭酸水素ナトリウム群では食塩群と比較して NCC やリン酸化 NCC の膜分画への誘導は低









本研究において，αENaC や pendin に比較して NCC が血圧上昇や炎症，腎障害に関連して
いることが明らかとなり，また NCC阻害薬である hydrochlorothiazide の投与により NCC，リ
ン酸化 NCC の発現の抑制と共に血圧上昇および腎障害が抑制された。アルドステロン/食塩に
よる腎障害には NCCの活性化が重要であることが示唆された。 
 
